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序

本書は、共同住宅建築に伴い、平成16年度に発掘調査を行いました大宰府条

坊跡第234次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書です。

大宰府条坊跡は、大宰府政庁跡の南側に広がる広大な都市遺跡です。今回は

その東側で、古代寺院である観世音寺と般若寺とのほぼ中間に位置する地点を

調査しました。ここでは平安時代中・後期を中心とした時期の河川跡とその後

掘削された井戸等を検出しました。大宰府条坊最盛期の当時、付近が河川ある

いは湿地だ、ったことは新知見で、当時の景観復元において貴重な資料を得るこ

とができました。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、広く

活用され、文化財愛護の精神が高揚することを心より願います。

最後になりましたが、文化財に対してご理解いただきました、関係各位なら

びに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

-1ー

平成17年5月

太宰府市教育委員会

教育長閥敏治



例目

1 .本書は、大宰府条坊跡第234次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書である O

2.調査地点は太宰府市朱雀 4丁目2628-2に所在し、調査を平成15年6月4日から平成15年8月5日

にかけて実施した。対象面積は3∞m!で、ある O

3.発掘調査および報告書作成は、太宰府市教育委員会の指導のもとに、株式会社玉川文化財研究所

(所長戸田哲也)が行った。

4.遺構の実測図作成および写真撮影は小山裕之が行い、調査地の空中写真は有限会社空中写真企画が

行った。

5.遺構実測の基準点は国土調査法第 H座標系を基準としている。よって、報告書に示す方位はすべて

座標北 (G.N) を指している O なお、現地周辺の磁北は座標北から 6
0

30"西偏する O

6.本書に掲載した遺構番号は以下の要領で理解される o なお、本書中では遺構略称、の「条Jを基本的

に省略している O

条 234 S E 010 

~T て\六\\
大宰府条坊跡 調査次数 遺構種別 遺構番号

7.報告書作成業務は、株式会社玉川文化財研究所において行った。

8.遺物の実測図作成は、土器類を木村百合子、石器類を唐原賢ーが行い、遺物の写真撮影は赤間和重

が行った。

9.本書の執筆・編集および付属のCD-ROMデータの編集は、戸田哲也・河合英夫の指導のもとに、

小山裕之が行った。

10.本書に用いた分類は以下の文献による O

陶磁器-r大宰府条坊跡XVJ (太宰府市の文化財第49集)2α泊

土 器-r大宰府条坊跡IIJ (太宰府市の文化財第 7集) 1983 

瓦 - r大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦形式一覧j九州歴史資料館 2(削

石 鍋-r滑石製容器一特に石鍋を中心としてJr大宰府陶磁器研究-森田勉氏遺稿集・追悼論文

集J1995 

11.本書掲載の大宰府土器型式と国産陶器・貿易陶磁器編年表は『大宰府条坊跡XVJ第 1表を基に加筆

したものである O

12.遺構・遺物のカラー写真を、付属のCD-ROMにPDFデータで収容している O

13. 出土遺物および図面、写真等の記録類は、太宰府市教育委員会が保管し、公開・活用していく予定

である G
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環 境と位置

大宰府条坊跡は福岡県太宰府市に位置しており、推定される範囲は隣接する筑紫野市にまで展開する

古代の都市遺跡である O 当地は福岡平野の南深部、西から背振山地、東からは三郡山地が会合する低位

段丘にあたり、福岡平野と筑紫平野を結ぶ地峡地帯となっている O 山地より源を発する各河JlIは筑紫野

市二日市付近を分水嶺として両平野を潤しており、高所より見下ろすと回廊といえる地形的景観を見せ

る。今回報告する大宰府条坊跡第234次調査は狭隆な谷の中、福岡平野へと流下する御笠川と鷺田川に

挟まれた氾濫低地に立地している o 現地表面での標高は約33mを測る。

大宰府条坊跡の存在は1968年、鏡山猛による条坊復元案の発表によって世に知られるところとなり、

発掘調査による条坊跡の確認作業は昭和43(1968)年の大宰府史跡の発掘調査以来、福岡県教育委員会、

九州歴史資料館、太宰府市教育委員会、筑紫野市教育委員会によって実施され、数々の成果と問題点が

提起されてきた。調査は今回で234次を数える O

織組査調πu 

調査・整理を実施した平成16年度および平成17年度の調査組織は以下のとおりである。
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(冊玉川文化財研究所調査組織

所 長
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主任研究員

過経査調

今回の調査はマンション建設に伴う埋蔵文化財の事前調査であり、大宰府条坊跡第234次調査として実

施した。調査対象地は太宰府市朱雀 4丁目2628-2に所在し、調査対象面積は3∞m2で、ある o 近隣は、

西は筑陽学園のグラウンドに隣接し、北約2∞mには国道 3号が東西に走っている。

平成10(1998)年9月28日、地権者より、ここに共同住宅を建築するにあたり、埋蔵文化財の取り扱

いについての問い合わせが文化財課にあった。ここは大宰府条坊跡の左郭のおよそ中心部北寄りに位置

しており、北約2∞mには御笠川が西流している o 府の大寺として知られる観世音寺は北約670mに位置

し、南に約550mの位置には古代寺院般若寺跡がある O 近隣の発掘調査地点も多く、大宰府条坊に関す

る遺構が包蔵されている可能性は高いと予想されていた。そこで文化財課は、平成10年11月5日に確認

調査を実施したO その結果、現地表(水田耕作面)下の約0.7-1 mに平安時代後期頃の遺物を含む遺

構面および遺物包含層が検出されたため、地権者に遺跡が埋蔵されていることを伝えた。

その後、平成16(2∞4)年2月9日に、地権者より改めて RC造共同住宅建築を行うことで問い合わ

せがあった。この建築は遺跡を破壊する工事になるため、建物建築範囲については事前調査を行う必要

があるとして、協議を行い、調査費用を原因者負担として発掘調査を実施することになった。なお、工

事は急を要し、文化財課直営での発掘調査計画・実施状況では期間内には収まらないため、民間調査組

織に委託することになり、指名入札の結果、(栂玉川文化財研究所と調査整理報告委託契約を行ったO

調査は平成16(2∞4)年6月4日に開始し、 8月5日に終了した。調査終了後は整理報告作業を行っ

た。

- 2 -
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第 1図太宰府市とその周辺の遺跡 (1/30.ω0)
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第 2図報告調査地と周辺遺跡 (1/5，∞0)
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1.縄!長黄色士(現代客土層)

2.暗褐灰色士(旧耕作土)

3.明!天色粘質砂

4.黒色砂質i:(SX∞3) 

2 4 

7 

8 

34.2m .....e: 

遺構確胞面

5.黒灰色砂置土 (SX∞3)
6.黒褐色砂賀土 (SX∞3)
7.賞褐灰砂.層

8.膏灰色粘質i:

第 5図 1・2トレンチ土周断面図 (1/100)

34.2m ...!i.. 
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c Tr2 32.6m主;
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N.調査の概要

1 .層位(第 5図，図版4) 

本遺跡の上層は現代の盛土であるc 1層は褐灰黄色土を呈し、層厚は調査区南側で、約40cm、北側で70

cmを測る o 1層以下には旧耕作土層 (2層)が堆積していた。暗褐灰色を呈し、さらに数層に細別可能

であったが、近現代耕作土層として一括したo 層厚は5O-95cm堆積しており、本層を除去した後に遺構

面を確認した。遺構面は南側から北側に向かう緩斜面を呈し、標高は南壁部で32.4m、北端部で32.1m

を測り、御笠川や旧流路 (SX∞13)の氾濫に起因する、粗い灰色砂、明灰色粘質砂、灰色粘質土、暗灰

色粘質士、白色シルトまじり灰色砂質土、白色砂まじり黒灰色砂質土、黒色砂質土が観察される O

旧流路 (SX∞3)により占められている調査区北側地区では、遺物包含層調査の後、北壁・東壁 (Tr

1 )およびB7・8区 (Tr2)でトレンチ調査を実施した。その結果、北側に向かい緩やかな傾斜が認

められ、旧流路の範囲は調査区北側を越えて広がることが明らかとなり、流芯もさらに北側に存在する

ことが想定される O

2.遺構

1 )井戸

234SE∞4 (第 6図，図版2) 

本社は調査区北東部、発掘区ではF2区に位置する o sx∞13 (旧流路)と重複し、本社が新しい。平

面形は不整円形を呈し、規模は径118佃 -120cm、深度87cm、底面標高30.4mを測る。多量の円喋・角礁

により人為的に埋め戻されており、井戸下部には角材による一段の井戸枠と水溜として曲げ物が設置さ

れていた。

覆土は遺構上層(黒色粘質土)、中層(褐灰白色砂質土)、井戸枠内(褐灰白色砂喋層)、裏込め(灰

白色粘質土)に分層され、各土層から遺物が出土しているo

本社の時期は、出土遺物の様相から磁器区分C期(大宰府編年狙-XIII期、 11世紀後半-12世紀前半)

頃の埋没と考えられる O

2 )土坑

234SK∞1 (第 7図，図版3) 

本社は調査区南東側、発掘区ではB2.3区に位置する O 平面形が不整円形を呈し、南東側に段差を

設けている O 規模は径92-103cm、検出面からの深度は51cmを測る o

遺構内覆土は 6層に分層され、そのうち第 5層は植物遺存体主体層であった。遺物は各土層から出土

しており、それら出土遺物の様相から磁器区分C期(大宰府編年迎~潤期、 11世紀後半-12世紀前半)

の埋没と推定される O

234SKOO2 (第 7図，図版3) 

本社は調査区南東側、発掘区ではA.B2.3区に位置する o 平面形は略円形を呈し、規模は径170

-185cm、検出面からの深度は78cmを測る。調査時には絶えず底面から湧水しており、ここでは土坑に

分類したが、井戸として使用されていた可能性も考えられる。

遺構内覆土は 3層に分層され、各土層からは遺物が出土している O 磁器区分C期の遺物を主体とする

ものの、磁器区分D期の遺物である龍泉窯糸青磁 I類が灰色土より若干量出土しており、他の遺構より

-8 -



234SE004 

----

32.3m 

----

234SE側M
1.鳳色枯置土

2.褐灰白色砂賀土
3.褐灰白色砂曝眉

4.灰白色粘置土

。

第6図 234SEω4実測図 (1/30)

-----

1m 

は埋没年代が僅かに新しいものと推定される。磁器区分D期(大宰府編年XN--YN期、 12世紀中葉--13世

紀初頭)の埋没と考えられる。
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調医掴 ，，，t・分u叢得色土(値鵠温存体主体)
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234SKOOl 
1..色給筒土
2. .反色枯貫主
3.・反色給慣土
ι 明度色給貧土

5.豪褐色土 {・9・温存体主体1
6.縄反白色砂賀:1:

32.3m一一

ベ.p-

言

234SK002 

32勤"ーーー

234SKOO2 
1.唖反色軸貸主

2.灰色土

3. ..脅灰色土

234SK∞1 .∞2実測図 (1/30)
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3 )流路

234SXOO3 (第4・5図，図版4) 

本社は調査区南側から北側にかけて、発掘区ではD-GI-7区に位置する。 SE∞4と重複し、本社

が古い。調査は旧流路に堆積した遺物包含層を主な目的とし、包含層調査の後に流路の状況を把握する

ため、北壁・東壁 (Tr1 )にてトレンチ調査を行った。その結果、確認面から約 1mの深度に流路底面

礁層が存在し、底面標高値(西部約31.7m、東部約32.1m)から判断すると流路方向は東から西に流下

するものと推定された。また、本調査区が御笠川から距離が近い氾濫低地に位置することを勘案すると、

本社は御笠川の氾濫時に出現した流路であるものと考えられる o

埋没土は 3層に分層され、各土層からは多量の遺物が出土している。出土遺物の様相は磁器区分A期

(大宰府編年v-医期、 8世紀末-10世紀中頃)の遺物も若干出土しているが、磁器区分C期(大宰府

編年組~潤期、 11世紀後半-12世紀前半)を主体としており、当該期の中で埋没したものと推定される O

3.遺物

1 )井戸出土遺物

234SE∞4黒色粘質土(第8図)

土師器

小皿 a (1・2) 口径9.0・9.2個、器高1.3佃、底径7.0佃を計測する。底部切り離しは 1・2共に

ヘラ切りであるo

丸底杯 a (3・4) 口径15.0個、残存器高2.8・3.2佃を計測する。底部切り離しは 3・4共にヘラ

切りで、底部外面には板状圧痕が、内面にはミガキ bが観察される。

丸底杯 cX椀 c (5) 底径7.3佃を計測する、丸底杯 C または椀cの底部破片である。

丸底杯c (6) 底径7.3佃を計測する。

越州窯系青磁

椀(7 ) 底部から体部下半の破片で、 1-2ウ類に分類されるo 磁器区分A期(大宰府編年v-医

期、 8世紀末-10世紀中頃)の製品。

234SE∞4褐灰白色砂質土(第8図)

土師器

小皿 a (1-8) 口径8.9-9.6佃、器高1.2-1. 5cm、底径7.0-7. 3cmを計測する O 底部切り離しは

全てヘラ切りである。

丸底杯 a (9 -11) 口径14.4-16.4個、残存高・器高2.8-3.0佃を計測する O 底部切り離しは全て

ヘラ切りである O

白磁

椀(12-14) 口縁部から体部上半の破片で、 12がW類、 13がV-l類か咽-2類に分類される。 14

は口唇部に僅かに輪花が観察される未分類資料である。

234SE∞4褐灰白色砂喋層(第8図)

土師器

丸底杯 a (1-3) 口径14.6-16.0個、残存高・器高3.3-3.6cmを計測する。底部切り離しは全て

ヘラ切りであり、内面にはミガキ bが観察されるo

-11-



白磁

椀(4 ) 口縁部から体部上半の破片である o XI -2類に分類される。

234SE004黒色粘賀土

てご一一下弓三グ イ/' i) Jタ

マご~づイミZ壬二ズ ) 

更三三コ一一三グ1

234SE004褐灰白色砂質土

¥ー じニニョグ 1 、ニ←一-fク2 丈 ~~3 て一一3=τ グ 4

一----:;グ5 ¥ .k~6 又←で二一~一五グ 7 史子二三弓 -Jグ8

~7sて三コノfミ云〆子

ノー 13 ノー;

¥!  
、ミヶ一一一寸

234SE004褐灰白色砂曝眉

メ〈二[7.てごてムス\~

7 4 

。 10伺

第8図 234SE∞4遺物実測図 (1/3)

2 )土坑出土遺物

234SK∞1黒色粘質土(第 9図)

土師器

小皿 a (1) 口径13.2cm、器高2.7佃、底径8.8cmを計測する O 底部切り離しは糸切りである O

皿a (2) 口径22.4個、器高3.5畑、底径18.3佃を計測する。底部切り離しは糸切りであるo

杯 a (3・4) 口径13.2佃、残存高・器高1.8---2.7畑、底径8.8仰を計測する O 底部切り離しは 3が

ヘラ切り、 4が糸切りである。

q
r
u
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白磁

椀(5 ) 体部下半から高台部の破片で、 V類に分類される O

234SK∞1褐灰白色砂質土(第 9図)

土師器

小皿 a (1) 口径9.2cm、器高1.1ω、底径6.3仰を計測する。底部切り離しはヘラ切りである。

杯 a (2) 口径15.8畑、器高3.1佃、底径9.4仰を計測する o 底部切り離しはヘラ切りであり、底面

には板状圧痕が観察される。

黒色土器A類

棄(3 ) 口径16.8佃、残存高4.6佃を計測する o 口縁部はくの字状に屈曲し、外面は横ナデ、内面は

横ナデ後にミガキ調整が施され、内面には煤が付着している o 胎土は黄灰色を呈し、きめ細かい。

黒色土器B類

椀 c (4)残存高1.6佃を計測する。体部は内号して立ち上がり、内面には回転ナデの後ミガキ、外

面はナデ調整が施される。胎土は黒色を呈し、きめ細かい。

白磁

椀(5 ) 口縁部から体部上半の破片で、 n-1類に分類されるo

234SKOOl黒色粘貿土

亡二斗 ~ 1 ç~=========I二L ヲ

￥三弐=-d. '~4二宍え
234SKOOl褐灰白色砂賀土

¥J二一::::trーーョグ 1

て一「二」

第 9図 234SK∞1遺物実測図 (1/3)

234SK∞2明灰色粘質土(第10図)

土師器

-30と二 4

二教そ 4

-，7 

杯 a (1) 口径13.5cm、器高2.4cm、底径8.6cmを計測する。底部切り離しは糸切りである。

瓦質土器

鉢(2 ) 口径25.1cm、残存高5.0佃を計測する、体部上半の破片である。口縁部外面を横ナデ、体部

内面は斜位のハケ調整、外面は疎らな斜位のナデを施す。

録柚陶器

椀(3 ) 残存高1.3佃を計測する、体部下半の破片である。深緑色の緑紬が施紬され、胎土は灰色・

-13 -



糧色を呈する O 近江系。

不明施柚陶器

小皿(4 ) 口径9.1個、残存高0.95佃を計測する。内面には暗茶褐色の鉄紬が施紬される O 胎土は土

師質で、糧色を呈し、きめ細かい。未分類。

青白磁

変形合子(5 ) 残存高1.9cm、底径4.2佃を計測する、変形合子の体部下半の破片である O 底部は復

元6角形を呈する。紬は淡青白色を呈し、胎土は白色である o 未分類。

234SKOO2灰色土(第10・11図)

土師器

小皿 a (1) 残存器高1.3仰を計測するo 底部切り離しはヘラ切りと思われるo

小皿 c(2) 口径12.6畑、器高2.3個、底径8.2佃を計測する。

杯 a(3・4) 口径12.4~ 15.2佃、器高2.4cm、底径8.4~ 10. 8cmを計測する。底部切り離しは 3・

4共に糸切りである O

瓦器

椀(5 ) 口径20.0佃、残存器高4.2cmを計測する。体部は内管して立ち上がり、外面にミガキ Cが施

される O 内面は摩耗が著しく調整は不明である。

須恵質土器

聾(6 ) 残存高5.2ωを計測する、棄の肩部の破片である。外面には格子状の叩き、内面には横方向

のハケ調整を施す。胎土は灰色を呈し、白色粒子を多く含み堅敏。

白磁

椀(7 ~ 16) 7 ~ 13はW類に分類される口縁部から体部上半の破片である。 14・15はN-1a類に

分類される底部破片。 16はV類に分類される底部破片で、高台内には十字状の墨書が書かれている。

皿(17) N -1類に分類される底部から体部下半の破片である。

龍泉窯系青磁

椀(18~21) 18は I類、 19は 1-4類に分類される龍泉窯系青磁口縁部破片、 20・21は底部から体

部下半の破片である。 20の内面には判読不明のスタンプが、21の高台内には×状の墨書が書かれており、

I類に分類される。

青白磁

合子 (22) 口径6.2佃、器高1.5佃を計測するo 外面には花弁文様が施され、紬は明緑灰色を呈するo

胎土は白色を呈し、硬質である。

中国陶器

耳査 (23) 底径7.2畑、残存高6.2佃を計測する、底部から体部下半の破片。外面には淡灰緑色の紬

が施紬され、胎土は灰白色を呈し、硬質である o V類ないしは羽類に分類されるo

鉢 (24) 口径23.2個、残存器高4.5佃を計測する、口縁部から体部上半の破片である。 1-1 c類。

石製品

石鍋 (25) 滑石製石鍋B-1群の口縁部から体部上半の破片である o 残存高6.5佃を計測し、ーヶ所

の穿孔が残存している。内面の一部には叩打痕跡が観察され、何らかの目的に転用されたと推定される。

瓦

格子瓦 (26) 26は凸面に菱形の格子目が施された瓦である。 I-C類

-14-
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234SE002灰色土

， ， 

26 

234SE002暗膏灰色土

て u-::;-r-二三ヲク 1 て二--~
ミ二二一一¥d¥ |=.3:::二二フ 2

。 10cm 

第11図 234SKOO2遺物実測図 2 (1/3) 

234SKOO2暗青灰色土(第11図)

不明施柚陶器

杯(1 ) 口径10.0cm、残存高1.3cm、底径6.5cmを計測する O 内外面はナデ調整が施され、外面には

僅かに鉄紬が付着している O 胎土は土師質で、淡糧色を呈し、きめ細かい。未分類。

土師器

杯 a (2) 残存高0.8cm、底径7.5cmを計測する。底部切り離しはヘラ切りである。

丸底杯(3・4) 口縁部から体部上半の破片で、口径14.6. 17.1cm、残存高2.2cmを計測し、内面に

はミガキ bが観察される O

青白磁

水注(5 ) 残存高4.3cmを測る、水注の把手の破片である。紬は青白色を呈する O 胎土は白色を呈し、

硬質である。

2 )流路出土遺物

234SXOO3黒色砂質土(第12---15図)

土師器

小皿 a (1---8) 口径8.6---10.2cm、器高1.1 ---1. 5cm、底径5.0---8. 7cmを計測する。底部切り離しは

2が糸切りである他は全てヘラ切りである O

小皿 c (9 ---12) 口径9.6---10.8cm、器高1.9 ---2. lcm、底径9.6---10.8cmを計測する O

杯 a (13. 14) 口径11.2・13.6cm、器高2.0・2.1cm、底径7.0. 8.0cmを計測する o 13. 14共に底部

には板状圧痕が観察される O

丸底杯 a (15---19) 口径15.4---15. 9cm、残存高・器高2.6---3. 6cmを計測する C 底部切り離しは16が

糸切りである他はヘラ切りであり、 16・17・19の外面底部には板状圧痕が観察される O

co 

唱

E
i



丸底杯 c (20・21) 口径16.3. 12.6cm、器高3.7.3.4cmを計測する。

椀 c (22-24) 残存高2.9-4.0cm、底径6.6-8.0cmを計測し、 24は外面にミガキ c、内面は研磨さ

れている O

手担 (25) 残存高3.4cm、底径3.0cmを計測する O 内外面に指頭圧痕が観察される O 胎土はきめ細か

く、角閃石が含まれる O

器台 (26. 27) 残存高15.4.6. 6cmを測り、 26は断面 8角形、 27は円形を呈する。

鉢 (28) 残存高15.7cmを計測し、内外面共に、口縁部には横ナデ、体部上位にはヘラナデ、中位に

はミガキ C調整が施され、下半には指頭圧痕が観察される O

斐 (29-33) 29は外面に叩きが施される体部破片、 30-33はナデ調整により成形され、 32の口縁部

内外面には指頭痕が観察される o

黒色土器A類

椀 (34) 口径17.2cm、器高5.3cm、底径6.7cmを計測する O 内外面にミガキ Cが施される O

黒色土器B類

椀 c (35. 36) 35は口径15.4cm、器高5.6cm、底径6.0cmを計測し、内外面にミガキ Cが施される O

36は残存高4.0cm、底径7.0cmを計測する、体部下半から底部の破片である O 高台内には焼成前に f:t:t:J

が線刻され、内外面にミガキ Cが施される。

瓦器

小皿 a (37) 口径10.5cm、器高2.3cm、底径7.6cmを計測する O 底面切り離しはヘラ切りで、板状圧

痕が残り、内外面にはミガキ Cが施される O

椀 c (38) 口径16.0cm、器高5.2cm、底径5.7cmを計測する O 内外面にミガキ c、口唇部内面には一

条の沈線が巡らされている O 畿内系の瓦器であろう o

土製品

柑塙 (39) 口径12.3cm、器高7.1cmを計測する。外面はナデ調整が施され、器壁は厚い。内面には銅

浮が付着している O

須恵質土器

鉢 (40-45) 口縁部を玉縁状に作る篠窯の製品である。 40は口径21.4cm、器高10.lcm、底径10.0佃

を計測する。

片口担鉢 (45) 口径27.0cm、残存高8.5cmを計測する、東播系の片口担鉢の口縁部から体部下半の破

片である O

瓶 (46) 荒尾産の可能性がある瓶の口縁部破片で、口径14.4cm、残存高3.4cmを計測する O

費 (47) 頚部から体部上半の破片で、外面は蔽き調整が施される O

録柚陶器×ニ彩同器

瓶 (48) 口径20.0cm、残存高2.0cmを計測する O 朝顔形に大きく外反し、内外面に緑紬が施紬される O

胎土は灰黄色を呈し、綴密である。三彩陶器である可能性もある O

録柚陶器

椀 (49) 残存高1.5cm、底径5.0cmを計測する。内外面に濃緑色の緑紬が施紬されており、胎土は淡

黄灰を呈し、軟質である。防長系の製品であるo

灰柚陶器

椀 (50-52) 50は残存高3.2cmを計測する、口縁部から体部上半の破片。内外面には灰青色の灰紬が

施紬され、胎土は黒灰色を呈し、硬質である。 51・52は底部から体部下半の破片で、残存高2.0・2.1cm、
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底径6.6・9.0佃を計測する o K-90窯式併行の製品である。

白磁

椀 (53-89) 53はII-1類、 54はII-4類に分類される口縁部から体部上半の破片、 55-57はE類

に分類される体部下半から底部の破片である o 58はN-1類、 59・60はN-2類に分類される口縁部か

ら体部下半の破片、 61-69はN-1a類に分類される体部下半から底部の破片である o 70-85は口縁部

を玉縁状に仕上げる W類の口縁部から体部上半の破片である086はV-1c類あるいはV-4b類かV

-4c類、 87・88はV類に分類される体部下半から底部破片である o 89はV-1b類に分類される口縁

部から体部上半の破片である O

皿 (90-98) 90-93・96-98はN-1 a類、 94・95はN-1b類に分類される o

査 (99) 残存高6.7cm、底径8.7cmを計測する o II類。

越州窯系青磁

椀(1∞-104) 1∞・ 101は1-1 a類、 102. 103は1-1 b類、 104は1-5類に分類される。

壷×水注 (105) 残存高5.1cm、底径7.2cmを計測する、査あるいは水注の底部から体部下半の破片で

ある。磁器区分A期(大宰府編年V-医期、 8世紀末-10世紀中頃)の製品である。

青白磁

瓶(106) 残存高3.1cmを計測する瓶の肩部の破片である。円形状の貼り付けが有り、耳査の可能性

もある。

石製品

石鍋(107・108) 滑石製石鍋A群に分類される口縁部から体部上半の破片である O 外面には煤が付

着している O

234SX∞3黒灰色砂質土(第16-20図)

土師器

小皿 a (1 -20) 口径8.6-11.2cm、器高1.2-1.8畑、底径6.5-8.3佃を計測する。底部切り離しは

全てヘラ切りである。

小皿 c (21-26) 口径9.9-13.6畑、器高1.7-2.1cm、底径5.9-8.0佃を計測する。

杯 a (27-38) 口径10.4-16.1個、残存高・器高2.0-3.8cm、底径6.5-12.0佃を計測する。 27-30

・34の口縁部から体部上半には煤が付着しており、灯明具としての使用されたものと推定される。底部

切り離しは27-36がヘラ切り、 37・38が糸切りである o

丸底杯 a(39-44) 口径14.8-16.6cm、残存高・器高2.8-3.6佃を計測する。 40・43・44は丸底化

は図られているものの、平底に近い形状である o 底部切り離しは全てヘラ切りであり、 40-43の外面底

部には板状圧痕が観察される O

丸底杯 c (45-47) 口径15.4cm、残存高・器高2.5-5.4cmを計測するo 底部切り離しは45・46がヘ

ラ切りであり、 47は不明である。

椀 c (48-57) 口径12.4個、残存高・器高2.3-4.5cm、底径7.1-8.6cmを計測し、 52の内面には煤

が付着しているo 底部切り離しは全てヘラ切りであり、 50-53・55-57の高台内には板状圧痕が観察さ

れる。

杯×椀 (58) 残存高1.5佃、底径7.4cmを計測する、薩摩・日向系の杯あるいは椀の底部から体部下

半の破片である。調整はナデ調整により成形され、高台は充実高台で底部切り離しは糸切りである。胎

土は燈色を呈し、白色粒子を含みきめ細かい。
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器台 (59・60) 残存高16.3.6. 3cmを計測する o 59は断面円形、 60は不規則な 7角形を呈する O

鉢 (61・62) 口径17.4cmを計測する、口縁部から体部上半の破片である O 内面はナデ調整により仕

上げられており、外面には煤が付着している。 62は口縁部から体部下半の破片で、器形は直線的に外傾

して立ち上がる。口縁部内外面は横ナデ調整、口縁部以下の内外面にはヘラナデの後ヘラミガキ調整が

施される O

斐 (63---67) 63は口径21.Ocmを計測する、口縁部から体部下半の破片で、口縁部内外面は横ナデ、

体部上半以下の外面は板状工具による叩き、内面には粗いハケ調整が施される O 斐bに分類される064

は口縁部から頭部の破片で、内外面には横ナデ調整が施される o 65は口径27.0cmを計測する、口縁部か

ら体部下半の破片であり、口縁部内外面および体部内面には横ナデ調整、体部外面には縦ヘラ削り調整

が施される066は口縁部の屈曲が浅い斐の破片で、口縁部内外面にナデ調整が施されるが、体部内外面

の調整は摩耗・煤の付着により明瞭ではない。 67は口径13.4cmを計測する小形の費で、口縁部・体部内

外面共にナデにより成形されており、外面には煤が付着している O

内耳鉢×火鉢 (68) 口径22.0cmを計測する。体部は内聾して立ち上がり、内面にーヶ所内耳が残存

している。口縁部は横ナデで仕上げられているが、それ以外は摩耗が著しく調整は不明であるo

黒色土器B類

椀 (69---70) 口径16.0・17.0cmを計測し、内外面にミガキ Cが施される O

椀 c (71 ---72) 口径14.6、残存高・器高2.2---4.7佃、底径6.6---7. Ocmを計測し、内外面にミガキ C

が観察される O

大椀 c (73) 残存高2.9cm、底径9.8cmを計測する O 内外面共に摩耗が著しい。

台付椀 (74) 口径16.0cm、器高7.3cm、底径7.8cmを計測する O 内外面にミガキ Cが観察され、底部

の貼り付け高台は二重になる。

瓦器

椀 c (75) 口径16.6個、器高4.9ω、底径7.2cmを計測し、内外面にミガキ Cが観察される。

須恵質土器

椀 (76) 口径14.2佃、器高5.4個、底径5.0佃を計測する o 体部は轡曲して立ち上がり、口唇部は短

く外反する。内外面は回転ナデ調整により成形され、胎土は暗灰色を呈し、白色粒子・黒色粒子を含み、

硬質である O 底部切り離しは糸切りであるo

提鉢 (77) 東播系の担鉢で、口縁部から体部上半の破片である O

鉢 (78---83) 口縁部を玉縁状に作る篠窯の口縁部から体部上半の破片である O

録柚陶器

椀 (84---88) 口径11.6畑、残存高・器高1.1 ---4.5佃、底径6.2---7. 4cmを計測する O 内外面に濃緑色

の緑紬が施紬されており、胎土は淡糧色を呈するo 全て近江系である O

白磁

椀 (89・90・93---107・111---113.116) 89は11-0類あるいは 11-1類に分類される椀の口縁部か

ら体部下半の破片、 90はE類に分類される底部から体部下半までの破片である O

93---98はN-1a類に分類される底部から体部下半の破片で、 96の高台内には「介jと思われる墨書

が書かれている。 99・1∞はN-1b類、 101はN-2a類。 102はN-a類に分類される口縁部から体

部上半・下半の破片、 103---107はW類の口縁部から体部上半・下半の破片である。 111はV-2a類の

口縁部から底部の破片、 112・113はV類の底部破片である o 116はXII類の椀で、高台内には「能jと思わ

れる墨書が書かれているo
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皿 (91・92・108--110・114・115) 91・92はII-1 a類に分類される皿の口縁部から底部までの破

片であるo 108はVI-1a類、 1ωは羽 -a類、 110(まVI-1b類に分類される口縁部から体部下半およ

び底部の破片、 114はV-1a類、 115はV-2類に分類される口縁部から体部下半までの破片である O

耳査 (117) 117は耳査の H類に分類される肩~頚部の破片で、欠損した耳がーヶ所観察される O

越州窯系青磁

椀 (118--121) 118は 1-1ウ類に、 119は 1-2 aア類、 120は 1-2ウ類、 121はII-2a類に分

類される底部から体部下半の破片である o A期 (V--医期、 8世紀末--10世紀中頃)の製品である。

杯 (122) 1類に分類される底部から体部下半の破片である。

大椀(123) 1 -2 aア類に分類される底部から体部下半の破片である O

小椀(124) 1 -b類に分類される底部から体部下半の破片であり、外面には輪花に伴う箆押捺縦線

文が施される O

瓦

文字瓦(125. 126) 平瓦の凸面に斜格子文と「平井Jの陽刻を施すc 125は1-7類。 126は 1-12 

類と見られる O

石製品

石鍋(127・128) 127は滑石製石鍋A群ないしはB群の口縁部破片であるo 128は滑石製石鍋の口縁

部分の破片を転用した製品で、内面に二ヶ所の窪みが穿たれている o

234SXOO3黒褐色砂質土(第21図)

土師器

小皿 a (1--6) 口径10.0--10.5cm、器高1.1--1. 7cm、底径6.2--8.4cmを計測する o 底部切り離し

は2が糸切りである他はヘラ切りである O

小皿 c (7) 口径12.0cm、器高1.6cm、底径7.2cmを計測する o

杯 a (8) 口径11.Ocm、器高2.2cmを計測する。底部切り離しはヘラ切りである O

丸底杯 a (9 --12) 口径15.0--15.8cm、残存高・器高3.1--3.9cmを計測し、 11の内面にはコテあて

痕跡が明瞭に残る O

鉢(13) 口縁部から体部下半の破片で、器形は直線的に外傾して立ち上がる O 内外面共にナデ調整

で仕上げられおり、外面には煤が付着している O

費(14) 口縁部から体部上半の破片で、内外面共にナデ調整により仕上げられている。

白磁

椀(15-17) 15はE類に分類される底部破片、 16はW類に分類される口縁部から体部上半の破片、

17はV類に分類される口縁部から体部上半の破片である O

越州窯系青磁

椀(18) II -2類に分類される底部から体部下半の破片である O 磁器区分A期(大宰府編年V-医

期、 8世紀末-10世紀中頃)の製品。

瓦

文字瓦(19) 丸瓦の凸面に斜格子と「平井」の文字が陽刻される o 1 -7類。
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v.小結

今次調査区は御笠川の南側に位置し、鏡山猛による大宰府条坊復元案のた郭8・9条5坊に当たる Q

調査の結果、本地点、は御笠川の氾濫原・旧流路に踏み込んだ地形にあたり、検出された遺構も士坑2

基 (SK∞1.∞2)と井戸 l基 (SE∞4)と僅少であり、上地利用や人的j舌動は低調な地域であることが

判明したO

各遺構の時期・様相を述べると、 SKOOlとSE∞4は磁器区分C期(大宰府編年四~廻期、 11世紀後半

~12世紀前半)、 SK∞2は磁器区分D期(大宰府編年)J\"-A¥期、 12世紀中葉-13世紀初頭)に埋没年代が

推定されるo 調査面積の約%を占める流路 (SX∞3)については当初、 225次調査で検出された流路

(225SD060)との連続性を考慮して調査を行ったが、結果として遺物相・士層が全く異なり、別の流路

と判断された。存続期間については、恒常的に存在する河川であれば、出土遺物は幅広い時期にわたり

混在することが予想されるが、 SX∞3では磁器区分A期(大宰府編年V~ 医期、 8 世紀末 -10世紀中頃)

の遺物が若干混在するものの磁器区分C期(大宰府編年粗~廻期、 11世紀後半-12世紀前半)の遺物が

大半を占めている O 磁器区分C期に埋没年代が推定されるSE∞4が流路上に構築されていることや遺物

の時期的偏在を併せて勘案すると、本流路は御笠川の氾i監時に一過的に出現し、短時間のうちに埋没し

たものと考えられる O また、出土遺物の多くは流水時のローリングによる摩滅が少なく、供給源が近隣

地域であることを窺わせる O

以上、今次調査の成果について概観したが、大宰府条坊跡内の御笠川周辺氾i監原地域での調査報告は

今次を含め、第171・124・148. 225次と近年刊行が相次いでいる C 結果として氾濫原地域での土地開発

・進出の様相は条坊内でも遺構数や分布の濃淡・時期、流路の消長など様々で、決して一律のものでは

ないことが明らかになりつつある o 今後は周辺地域での調査の進展に伴い、さらなる解明が期待される C
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大宰府条坊跡第234次調査遺構番号台帳

S一番号 遺構番号 種別 埋積1-.状況はi→新) 位置

SK∞l 1:坑 褐灰白色砂質士→茶褐色 1-_-.19)灰色粘質 1--→暗灰色粘質上→黒灰色粘質士→黒色粘質土 B2.3 

2 SK∞2 t坑 暗青灰色土→!火色1-.→明以色粘質 L A.B2・3

3 SX∞3 旧流路 青灰色粘質士→黄褐I天砂蝶層・黒褐色砂質七→黒灰色砂質土→黒色砂質士→暗灰色枯質土 D~Gl~7 

4 SE∞4 井戸 灰白色粘質土→褐灰白色砂喋層→褐灰白色砂質土→黒色粘質土 F2 

器種 w置物番号| [1径 器高 底径 A B 備考

小皿a (ヘラ)

町、a (ヘラ)

坪 a (へラ)

器種 備考

町、a (イト)

|遺物番号|器種 口径 器高 底径 A B 備考

小皿a (ヘラ?) 

小皿 C

坪 a (イト)

坪 a (イト)

器種 備考

小皿 外面軸付着

杯 a (ヘラ)

丸底坪

丸底杯

大宰府条坊跡第234次調査土師器計測表(1 ) 
A:内底ナデ B: I板状JI:a

備考

~Q 種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

l 士師器 小皿 a (へフ) R-伺 l 8.6 1-5 B-7 
( ( 

一ー〆 ) 

2 土師器 小illla (イト) R-侃5 (9.4) 1.3 (7.2) 
戸 ( 

) 、、./

3 士師器 小皿 a (ヘラ) R-Oお (9.4) 1-4 (6.4) 
( f 、
、../ 、、ノ

4 士師器 小皿 a (ヘラ) R-侃4 (9.6) 1-5 (5_0) ~\ 〆戸『、
) ¥J  

5 士師器 小皿 a (ヘラ) R-悦~ (9.6) 1-3 (5_8) f、ノ f¥J ¥ 

6 土師器 小皿 a (ヘフ) R-O槌 9.8 u 7.4 〆'‘¥ f¥ 

¥、J ¥ー/

7 士師器 小皿 a (ヘフ) R -087 10.0 1-5 8.0 
f ¥  F¥  

¥〆

8 土師器 小皿 a (ヘラ) R-侃9 10.2 1.2 7.8 
r一、 〆戸ヘ
) 、-ノ

9 士師器 小皿 C R -076 (9.6) 1-9 (5_6) fヘ × 」ノ

10 土師器 小皿 C R -073 00.6) 1.9 (6.2) 
r-、

× ¥ー〆

11 士師器 小皿 C R -074 00.8) 2_0 (6.2) 
f ¥  

o 

12 土師器 小皿 C R -075 (10-6) 2-1 (6.2) 
〆(、

× 、、ーノ

13 士師器 杯 a R -082 (11.2) 2_0 (7.0) fヘ /♂『¥
¥Jノ 」ノ

14 士師器 勾;a R -081 (13.6) 2-1 (8.0) 
/ー¥ ( 

、、〕ノ 」ノ

15 土師器 丸底杯a (ヘラ y R-仰3 05.0) 2_6↓ α 

16 士師器 丸底町、 a (イト) R-ω5 15.4 3-1 ー¥ 〆'、、
¥}ノ

17 土師器 九1長杯a (ヘラ) R-ω2 15.8 3.6 × 
( 

¥dノ

己主L土師器 丸底勾， a へラ) R-仰4 (15.8) 3.4 × × 

q
J
 

q
J
 



大宰府条坊跡第234次調査土師器計測表(2 ) 
A:内底ナデ B: l飯状EEa

~Q 種別 器種 遺物昏ザ [ J 任 E曲d旦rfi邑司r』 底i壬 A B 備考

19 上師需 九底杯 a R-伐訓5 15.9 3.4 × f) 「

20 1--師器 九庇勾-c R -06i 16.3 3.7 7.9 × 

21 i二師器 九1在椀 C R -069 12.6 3.4 (i.2! 
~ ( 

J \~' 

22 L:師器 椀 C R -067 4.0+ a × 

n t師器 椀 C R -070 2.9+ a 8.0 
f、

× ) 

24 土師器 椀c R -Oii 2.9+ a (6.6) × × 

5-3黒灰色砂質上

~Q 種別 器持ー 遺物番号 lJ任 器高 底径 A B 備考

七師器 小111la ;ヘラ j R-ω6 8.6 1.3 
( 

」〆 、-〆

2 t師器 小皿 a (ヘラ) R-侃5 8.8 1.4 6.5 
( 

¥fJ¥ f 
¥ノ

3 七師器 小皿 a (ヘラ} R-侃9 8.9 1.5 6.8 ¥/、-)、 /¥ーJ¥ 

4 i-.師器 小皿 a (へラ) R-ω7 8.8 1.3 7.1 
〆ー¥

" 媒付着
) ¥ー/

5 上師器 小皿 a (ヘラ) R -088 9.0 1.4 7.0 f¥、J¥/ 
〆ー¥
」ノ

6 七師器 小皿 a ，へラ} R -087 9.4 1.4 7.0 
( 〆戸、、
」ノ 、』ノ

d 上師25 小皿 a 'ヘラ y R 似 (9.4 1.3 7.0 
( ( 

、ーノ

8 士師器 小皿1a Iヘラ} R -090 9.5 1.1 7.3 
( / 、〆、一-、J ¥， 

9 七師器 小皿 a Iヘラ) R-ω5 9.5 1.5 7.2 〆ー¥ /ー、、
¥}〆 、ーノ

10 上師器 小皿 a へラ) R-ωl 9.6 1.4 7.2 f、ー¥ノ /ー¥
」ノ

11 土師器 小皿 a iヘラ) R-侃3 9.9 1.2 6.8 fL「ノ × 

12 士師器 小皿 a (へラ) R-悌4 9.7 1.3 6.8 f¥d¥ ノ にfノ¥ 

13 士師器 小皿 a (へラ) R-ω3 9.8 1.4 7.7 f¥ーヘノ × 

14 土師器 小皿 a ヘラ) R-ω2 9.9 1.4 7.1 ¥'-ヘノ " ¥J 

15 士師器 小皿 a (へラ) R-使)6 (9.9) 1.3 7.2 O O 
16 士師器 小皿 a (ヘラ) R-O剖 10.0 1.3 8.3 C C 
17 土師器 小皿 a (ヘラ) R -079 10.0 1.1 7.3 C υ fヘ

18 士師器 小皿 a ¥ヘラ) R-侃 l 10.1 1.7 8.4 f¥ノ¥ C 
19 士師器 小皿 a (ヘラ) R-侃2 10.2 1.8 7.2 ¥f¥ ノ ¥rノ、

20 土師器 小皿 a (へラ) R-ω8 ( 11.2) 1.5 8.3 ¥f}「ノ f¥， 、、

21 士師器 小皿 C R -072 (9.9) 2.1 6.0 。 × 

22 土師器 小皿c R -070 (10.5) 2.0 5.9 ¥/J ¥ × 

幻 土師器 小皿 C R -069 00.5) 2.0 5.9 ¥fJ ¥ × 

M 土師器 小皿 C R-伐渇 10.6 1.7 6.2 f¥J ¥ × 煤付着

25 土師器 小皿 C R -071 (12.8) 2.2 8.0 O × 

26 上師器 小皿 C R -073 ¥13.6) 1.8+ a 
〆¥ー、ノ、 × 

27 士師器 郎 a (ヘラ) R -074 ¥10.4) 2.1 6.5 ¥〆占}、ノ f¥fノ¥ 煤付着

28 土師器 勾;a ヘラ) R -078 10.6 2.0 7.3 /、ーヘノ1
o 、 煤付着

29 士師器 杯 a (ヘラ) R一冊4 10.8 2.1 7.0 ¥/()ノ、 にf¥ノ 煤付着

30 土師器 勾-a ヘラ) R -065 11.0 2.4 6.7 ¥/ーJ、 × 煤付着

31 士師器 坪 a (へラ) R -076 01.5 ) 2.1 7.9 f¥，¥ 1 f¥、J 

32 士師器 坪 a (ヘラ} R -077 11.4 2.0 8.1 O f¥ノ「

お 上師器 杯 a (ヘラ) R -075 11.3 2.0 7.5 I' f、『¥，〆 煤付着

34 士師器 杯a (ヘラ) R-α泌 ( 11.8) 2.5 (8.2) f¥』ヘノ × 煤付着

35 土師器 郎 a (へラ) R -067 (12.6) 3.8 (9.1 ) f、 /¥ーJ¥ 煤付着

36 上師器 杯a (ヘラ j R-侃3 ( 14.0) 3.5+ a (7.5) 〆¥ × 

37 土師器 杯a (イト) R -055 16.1 2.8 12.0 ¥¥  j (、¥ 煤付着

38 土師器 坪 a {イト) R -056 15.8 2.9 10.0 fヘ ¥，..， グ
\~ 

39 土師器 九l在郎 a (へラ) R-伐泊 04.8) 2.8+α × 

40 土師器 丸底勾;a ヘラ) R -061 15.2 3.3 × 戸 1

41 土師器 丸底杯 a (ヘフ) R -059 05.2) 3.6 
( /ー¥
) 、ーノ

42 土師器 九1ま勾;a ヘラ) R -057 15.3 4.5 × '-ノ¥ 

43 士師器 九底勾、 a (ヘラ) R -058 16.6 2.7 × ¥〆AJ¥ 

44 土師器 丸底杯 a (ヘフ j R -062 18.2 2.9 × × 

45 L師器 丸底咋 c (ヘフ: R一例4 L~.4~ (7.6) 

-34-



大宰府条坊跡第234次調査土師器計測表(3 ) 
A:内底ナテ 8:J極状庄司E

~o 種別 器種 遺物番号 IH圭 器高 底径 A B 備考

46 土師器 丸底杯、c (へラ) R -042 (15.4) 5.3 7.4 × 

47 土師器 丸底坪 C R-O日 2.5+ a 7.0 
〆-、
¥、ノ

48 土師器 椀c (へラ) R-O臼 2.3+ a 7.4 
( ( 

49 士師器 椀 c (ヘラ) R-倒9 2.3+ a 7.2 

回 土師器 椀 c (ヘラ) R一例8 3.0+ a 7.3 
( 

」ノ

51 土師器 椀 c (ヘラ) R -046 3.2+ a 7.2 /ヘ ( 

、J ¥J  

52 土師器 椀c (ヘラ) R -051 3.5+ a 7..1 
( 

¥ー/

日 士師器 椀 c (ヘラ) R -054 2.1+ a 7.4 
，¥ 戸、¥
) ¥-' 

臼 土師器 椀 c (ヘラ) R -047 3.4+ a 7.1 

55 土師器 椀 c (ヘラ) R-O日 3.3+ a 7.8 " 、-〆 、~

56 土師器 椀 c (ヘラ) R -052 3.4+ a 8.6 ¥/、ノ¥ l¥、、ノ

57 土師器 椀 c (ヘラ) R-似3 02.4) 4.5 7.4 ¥( ーノ

部 土師器 町、×椀(イト) R一任ゆ 1.5+ a 5.4 × × 薩摩・日向系

5-3黒褐色砂質土

No 種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

土師器 小皿 a (ヘラ) R-α)9 00.0) 1.1 7.4 
( 〆F司、
、~ 」ノ

2 土師器 小皿 a(イト) R -011 00.2) 1.1 (8.0i ¥'-./ 
f¥  

) 

3 土師器 小皿a (ヘラ) R -012 00.2) 1.2 (7.2) 〆¥ーJ¥ 
，--、、
¥}ノ

4 土師器 小皿 a (ヘラ) R-∞8 10.1 1.7 6.2 
f¥  /晶、、
¥J  ¥j 

5 土師器 小皿a (へラ) R -010 (10.6) 1.1 7.8 
( 戸

」 ¥、j

6 土師器 小皿 a (へフ) R-013 00.5) 1.2 (8.4) f、¥ r¥ 
¥ J  ¥ /  

7 土師器 小皿 C R-∞7 (12.0) 1.6 (7.2) ¥ ‘¥ × 

8 土師器 杯a (へラ) R -014 (11.0) 2.2 
/〆ーヘ fヘ
、ー〆 ¥.J 

9 土師器 丸底坪a (ヘラ) R -015 15.0 3.7 × 
〆-、、
¥ー〆

10 土師器 丸底杯a (ヘラ) R -017 (15.4) 3.1+ a × 

11 土師器 丸底町、a (ヘラ) R -018 05.8) 3.4+ a × 

12 土師器 丸底杯、a (ヘラ) R -016 15.6 3.9 iヘノ

5-4黒色粘質土

~o 種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

土師器 小皿a (ヘラ) R-∞7 (9.0) 1.3 (7.0) f¥J h、 f¥-ノ、

2 土師器 小皿 a (ヘラ) R-α)6 (9.2) 1.3 (7.0) f¥hノ1 〆¥ーノ、、l

3 土師器 丸底杯a (へラ) R-∞5 05.0) 2.8 × 

4 土師器 丸底坪a (ヘラ) R-αM 15.0 3.2 × × 

5 土師器 椀 cx丸底杯 C R-∞3 1.6+ a 6.2 × 

6 土師器 丸底杯c (ヘラ) R-∞2 3.8+ a 7.3 × × 

5-4褐灰白色砂質土

~o 種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

士師器 小皿 a (へラ) R-α)8 8.9 1.2 7.3 
/ 

、ノ

2 士師器 小皿 aiヘラ) R-α)9 9.0 1.1 6.9 ) 、/

3 土師器 小皿a (へラ) R -012 9.0 1.3 6.9 f¥}¥ ノ
〆戸、¥
』ノ

4 土師器 小皿 a (ヘラ) R -011 9.4 1.3 7.0 
f¥ ( 

¥ー/ ) 

5 土師器 小皿 a (ヘラ) R-∞7 9.5 1.3 
(、 /¥  

) ) 

6 土師器 小皿 a (ヘラ) R-014 (9.6) 0.2) (7.0) 
r、 〆"一ー、
、~ ) 

7 上師器 小皿a (ヘラ) R -013 9.6 (1.4) 7.3 
( ( 

、-ノ 、-~

8 士師器 小皿 a (ヘラ) R -010 9.6 1.5 
/ー、、 ( 

¥ーノ ) 

9 土師器 丸底杯a (ヘラ) R-α)6 04.4) 2.8+ a 

10 土師器 丸底坪a (ヘラ) R-∞5 05.0) 3.0+ a 

11 土師器 丸底杯、a(ヘラ) R-α)4 06.4) 3.0 × 

(へラ)

(ヘラ)

丸底坪a (ヘラ)

F
h
u
 

q
J
 



s-1黒色粘質土

大宰府条坊跡第234次調査 出土遺物一覧表

須恵器 伴、費、壷

土師器 小皿a(ヘラ)、大I皿a(糸)、何~a (糸)、鉢

黒色土器B 備c、片

飽泉窯系青磁 椀.片 (1) 

白 値 健壷 :V 片(1 ) 
他:W (2) 

中国陶器 他器種 :A-2醇 (2)、 B群

瓦 類 丸瓦(格子)

その他 挑種子

白健|棟:0 -1 (1)、片(1)

S-1明灰色粘質士

l須恵器|蔓

l 土師器 |小皿a (ヘラ)

S-1茶褐色士

l土師器|妻、椀×坪

s-2明灰色粘質土

須恵器 菱、供膳具

土師器 小皿晶、何~a (糸)、椀c

瓦 器 椀c、鉢

緑柚陶器 椀(近江系) (1) 

白 盛 片 (2) 

青白磁 変形合子? (1) 

不明施紬陶器 小皿 (1) 

s-2灰色土

須恵器 珂:

土師器
小み)I皿a(糸)、小皿a、停a(糸)、年a、横c、鉢、受(高台切込

正 器 続

鍾州黛系青磁 壷

値泉黛系青磁 椀 1(1)、 1 (5) 

瓦 額 子瓦(格子)、平瓦(布目)

須恵質土器 費、担鉢(東播系)

線 v E (t ll})、}l片町}一{ia} (2). TE t13}. V-1X竃ー 2 (2) 
白 磁

壷皿他:町・片一 I(2 、( 、羽6-a (2)、片 (1) 

青白磁 合子

壷他費 : 片種;耳壷:( I ( l ) 、中国陶器
器 盤l)I-I(I)、耳壷b群 (1)、 C群 (1) 

s-2暗青灰色土

須恵器 供腸具、費、壷

土師器 小皿a、丸町、

黒色土器A 椀

瓦 器 片

須恵質土器 担鉢

青白磁 水i主 (1) 

不明施紬陶器 小皿 (1) 

s-3黒色砂質士

須恵器 杯大c受、b何、~a横、飯勾:、、片高何:、 蓋 l、蓋 3、蓋c、壷 (肥後系)、 壷、 蔓、

t師器 小(穿皿a孔)(へ、焼ラ、、 小器台皿a、2胸、、小鉢皿、c鉢、皿×壷、杯、a費、、(受糸)x、鍋丸杯a、丸坪

黒色土器A 椀c、片

黒色土器B 傭(儀内)、椀、片

瓦 器 小皿a、横(偉内系)、続c、繍

~州翼系青盛 壷続 壷I-× 水la i主(2( 4) 、)I -l b ( 2 ) 、1 -b (1) 、1 (9) 、o (2) 

瓦 額
瓦手瓦(絡子)、平瓦(縄目)、丸瓦(格子)、丸瓦(縄白人文字

石製品 石鍋A群、石鍋、権?、砥石、滑石片

土製品 柑禍

須恵質土醤 片 口担 鉢( 東播 系) 、鉢 (笹 窯) 聾、 童、 蔓× 査

緑紬陶器 続×甑(京(郵二彩系陶)器(2の)、可憐能性(近あ江り系))(l()3、)段、備皿 ((防東海長系系)) ((ll)) 、壷

灰紬陶器 備 (3)・皿 (2) 章 (1) 

椀 :E-l(9))、E-4(l()9、E 4X5{()l、(}l、W)E (()4、)、V 
W-b l(l 、1¥'- 1 a (9)， 1¥' - 2 (21. I¥' (51 

1 b (1)， V -1 x 咽 -2 (8)、V-b 、V-1 c 
白 盛 (1)， V (2) 

皿 :O-la(1)、 V-l ((3))、羽片一 l a ) (4)、VJ-a (2)、

U-I(()2、)片、羽一)l b 2 、 ( i 
壷他 1(2)， Jt (12 

青自信 耳壷 (1) 

須恵器(鎗入) 朝鮮系無柚陶器 (8) 

士製品 鉱津付着、土錘、信羽口、羽口×増場

その他 長石X行英、挑種子、化石?、焼土堤

s-3黒灰色砂質土

須恵揺 年壷cb、、珂小:、壷高、略蔓、a、蓋大c3蔓、a、蓋積3極、蓋4、蓋c、壷a、壷e(肥後系人

t 師 醤 :小備}、皿da畠台J(ヘ与Xラえ高に年るf小t鉢皿.ax'2aE、Xc，i鉢l品、胸皿.a{童官(糸官、}2足X1編:坪、t.型i坪t、a受、ab九丸、位坪'1、a}建ば{へ
黒色1:髭A 備c、椀

黒色 t器B 傭c(儀I如、椀、傭(台f-I

健 1-1ウ (1)， 1 -2aア (1) 皿、E?I--(2I2イ) ウ(1)、 1-b 
¥ 1)、 1(21、0-2 a (1)、 (2)、 0-2
2 
2 
o (6 、回一 1 (1)、

自主州黛系背信 路道大績 1 (2) 
椀 1 - 2a7 (1) 

×水.注I--bEa額(7l) (1 )、片 (2) 

瓦器椀c

瓦 額 平瓦(絡子「平井J)、平瓦、丸瓦(格子)、丸瓦片、片

石 製 品 石鍋、砥石、石鍋転用、平石

須恵質土器 鏡、鉢、鉢(篠窯)

緑柚陶器 腕(近江系) (3) 

灰軸陶器 擁 (1)、耳皿 (1)、壷(1)

備:O-Oxl (I 人E、X1HE E I{1却{a{i(4 } ) 1 { V I;V-田一la2a ( 2 6{1}12 ‘ ) ) ) 、!V-lb(3)、1¥'-2a (1)、 1).V-2a (1)、
V-2 (1 、 xm-2a(2)、)

白磁皿:E-l a ai(2))、 、)、1¥'-2a (、 V-片-2(la 25 a (2)、

V -2 (1)、 a ( 1 )、羽 -a( 、羽一 1b (1)、

壷:片四耳(壷8E額 ( 1)、片 (1 ) 

青白磁 椀 (1) 

中国陶器 C群¥1) 

須恵器(輸入) 朝鮮系無紬陶器 (2) 

土製品 玉、不明士製品、羽口

その他 焼土塊、玉石、鉱淳、平石、黒曜石、馬歯、石英塊

s-3黒褐色砂質土

須 恵 器 受

土師器 小皿a(ヘラ)、小皿c、何~a、九杯a、小丸均二a

黒色土器A 椀c、片

黒色土器B 続c、椀

鐘州窯系青磁 備:0 -2 (1) 

瓦 煩 平瓦(格子「平井J)、平瓦、丸瓦(格子}、丸瓦片、片

石製品 石鍋、砥石、石鍋転用、平石

須恵質土器 棟、鉢、鉢(篠窯)

灰軸陶器 椀 (1)、耳皿 (1) 

白 磁 備:日 (1)、1¥' (1)， V (1)、片(1)

須磨.器(繍入) 朝鮮系蟹軸陶器 (1) 

木製品 漆皿

s-4黒色粘質上

須恵器 費、甑?

土 師 器 小lDla(ヘラ)、九坪、丸咋cx備c、煮炊具

信州窯系青磁 備 1-2ウ (1) 

瓦 煩 'f-Jt: (絡-{，)、丸瓦

石 製 品 砥石

木 製 品 片

po 
q
J
 



小I皿a(ヘラ)、九年a、九係、聾x鍋

子瓦(格子)、子瓦(縄目)、千瓦、九瓦(格チ)

石鍋

須恵器 聾(肥後系?)、蓋、費、壷、大蔓b

土師器
小m鍋1a (へラ 糸)、丸杯a(ヘラ)、椀c、高台片、鉢、費、聾
a、

瓦 器 擁c

瓦 煩 平瓦(平行叩)、子瓦(縄目)、丸瓦片(格子)、平瓦片

趨州窯系青磁 椀 1-2ウx1 -5 (1)、 1 (I)、 n(1) 

飽泉窯系青磁 椀他器:種I-:郎2E(-l)3、bI(1() l)、日一b(3) 

同安窯青磁 備・片 (1) 

白 磁 椀皿他器種羽W ・((片1l7))、、(7片咽)(( 21 ) ) 、片 (6 ) 

石製品 石鍋、砥石、滑石加工品

木製品 片

瓦質土器 風炉?、鉢

緑軸陶器 椀(近江系) (3)、産地不明 (1)

国産陶器 肥前系

国産磁器 肥前系

白 磁 椀:IV (17)、片 (2)皿:VI (I)、 VI (1)、片 (6) 

須恵器(輸入) 朝鮮系無紬陶器 (2) 
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図 版



図版 1

大宰府条坊跡第234次調査区全景 (北東上空から)

大宰府条坊跡第234次調査区全景 {上が北)



図版 2

234S回04礎検出状況 (北から)

234SEOO4井戸枠検出状況 (東から)

234SEOO4堀り方 {南から)



図版 3

234SK∞1土層断面 {南東から)

234SK∞1全景 (南東から)

234SKOO2全景 (東から)



図版 4

調査区北壁 (234SX∞3)土層断面 (南西から)

調査区東壁 (234SXOO3)土層断面 (南西から)
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